
「住宅ローンアドバイザー養成講座」 ２０２１年度第２回開催決定！ 

募集受付期間 ２０２１年９月１３日（月）～２０２１年１１月１２日（金） 

～テレワーク中でも、テキストと WEB 映像で充実の学習～ 
 

基礎編・応用編（Web 講習） 

基礎編映像を視聴し、かつ、基礎編効果測定 

を修了し、応用編映像を全て視聴 

応用編（会場での効果測定日） 

１２／７（火） 16:00～17:00 

１２／８（水） 16:00～17:00 

１２／９（木） 16:00～17:00 

                                  

 Ｐｒｅｓｓ Ｒｅｌｅａｓｅ                            

 

 

 

 

 

住宅ローンアドバイザー養成講座は、お客さまが最適な住宅ローンを選択することができるように、消費者

保護や説明責任を果たし、住宅ローンについての正確な商品特性、リスク、情報などをアドバイスする人材を

養成する講座です。昨今、住宅ローンをとりまく環境が変化し、また、金融業界でも住宅ローン手続きのオンラ

イン化、ペーパーレス化が進み、住宅のストック活用の施策も拡充しています。養成講座では、こうした最新の

情報を取り込んだテキストと WEB 映像で、学習することができます。 

 

＊新型コロナウィルス感染拡大防止のため、今回の募集では「A コース」（Web 講習+会場で効果測定受験）

のみ募集いたします。「B コース」（２日間会場受講・効果測定受験）の募集は見送ることといたしました。

「B コース」を希望されていた方には、誠に恐縮ですが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

また、募集開始後、災害の発生、感染症の拡大防止、お申込み状況等により、会場の変更や開催を取り

やめる場合があります。予め、「新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止への対応とご協力のお願い」（後記）をご確

認、ご了承のうえ、お申込みください。 

 

●営業マンの業務知識の習得として適切な講座 

お客様との信頼関係が深まり、お客様の安心を得られるなど、住宅ローンアドバイザー養成講座の受講と

資格取得は適切な講座との評価。 

●事業者内の社員研修又は資格取得の奨励資格として受講された方は約５割  

必須の社員研修としている事業者様は３割。新入社員研修に組み込まれたり、資格取得の奨励対象に位置

づけている事業者様も多数。（2020 年度第 1 回受講者ｱﾝｹｰﾄ結果等） 

●累計の受講者数、約６万９千名 

平成１７年の制度開始から「住宅ローンアドバイザー養成講座」を受講された方は、累計で約６万９千名。 

 

＜募 集 概 要＞ 

□ 受付期間         ２０２１年９月１３日（月）～２０２１年１１月１２日（金） 

□ 受講コース、受講日  Web による受講【A コース】のみ募集。 

   

【Ａコース】                                    + 

 

□ 受 講 料       【Ａコース】 ２３，１００円（テキスト､効果測定料、消費税を含む） 

□ 開催会場       全国主要都市の３９会場  

□ 合格発表       ２０２２年１月２１日（金）予定 

□ 申込み方法     住宅ﾛｰﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ専用ｻｲﾄ（https://www.loan-adviser.jp/）よりお手続きください。 

＊詳細は、住宅ﾛｰﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞー 専用ｻｲﾄ内の「募集のご案内」 

（https://www.loan-adviser.jp/contents/boshuguide.pdf）をご覧ください。 

□ 登録・登録料    合格者は登録申請をすることができます（３年毎、登録料 11,000 円（消費税を含む））。 

 

 
（２０２１/９） 

2021年 9月 1日 

https://www.loan-adviser.jp/
https://www.loan-adviser.jp/contents/boshuguide.pdf


 

 

火曜日クラス 水曜日クラス 木曜日クラス

Aコース
効果測定会場

Aコース
効果測定会場

Aコース
効果測定会場

12月７日 16時 12月８日 16時 12月９日 16時

※北海道立道民活動
センター（かでる2・7）

札幌市中央区北2条西7丁目 道民活動センタービル8F 〇 - -

盛岡校 盛岡市下太田下川原12-1 - - 〇

※TKPガーデンシティ仙台 仙台市青葉区中央1-3-1　AER30F 〇 - -

郡山校 郡山市松木町2-88　イオンタウン郡山E棟2F - - 〇

水戸校 水戸市笠原町978-27　IPICビル3F 〇 - -

宇都宮校 宇都宮市東宿郷3-6-8　 〇 - 〇

群馬校 高崎市下和田町5-3-8　メディアメガ高崎1F 〇 - -

大宮校 さいたま市大宮区宮町2-23　イーストゲート大宮ビルA館3F 〇 - 〇

※アットビジネスセン
ター東京駅八重洲通り

東京都中央区八丁堀1-9-8　八重洲通ハタビル5F - - 〇

新宿校 新宿区西新宿7-2-4　新宿喜楓ビル2F - - 〇

※AP西新宿 新宿区西新宿7-2-4　新宿喜楓ビル4F、5F 〇 〇 〇

上野校 文京区湯島3-39-10　上野THビル2F - - 〇

吉祥寺校 武蔵野市吉祥寺本町2-5-10　いちご吉祥寺ビル4F 〇 - 〇

町田校 町田市原町田4-2-10　宝永堂ファイブビル7F - - 〇

武蔵小杉校 川崎市中原区小杉町1-403　小杉ビルディング新館3F 〇 - 〇

横浜校 横浜市神奈川区金港町2-6 横浜プラザビル4F 〇 〇 〇

※AP横浜 横浜市西区北幸2-6-1　ONEST横浜西口ビル4F、6F　（注5） 〇 〇 〇

長野校 長野市吉田5-26-6　日建ビル1F 〇 - -

新潟校 新潟市中央区笹口1-21-1　新潟日建工科専門学校6F - - 〇

金沢校 金沢市西泉4-11　ラパーク金沢2F 〇 - 〇

静岡校 静岡市駿河区森下町4-30　メンテックビル6F - - 〇

浜松校 浜松市中区大工町125　シャンソンビル浜松1F 〇 〇 〇

※IMY会議室 名古屋市東区葵3-7-14　I.M.Yビル3F、4F　（注5） 〇 〇 〇

京都校 京都市下京区四条通柳馬場西入立売中之町99 四条SETビル7F - - 〇

梅田校 大阪市北区鶴野町1-9　梅田ゲートタワー3F 〇 - 〇

なんば校 大阪府大阪市中央区難波2-2-3 御堂筋グランドビル13階 〇 - -

※天満研修センター 大阪市北区錦町2-21 〇 〇 〇

神戸校 神戸市中央区磯辺通2-2-10　ワンノットトレーズビル6F - - 〇

松江校 松江市朝日町498　松江センタービル4F 〇 - -

岡山校 岡山市北区大供3-1-18　KSB会館5F - - 〇

広島校 広島市中区幟町14-11　ウイング八丁堀ビル8F 〇 - -

高松校 高松市木太町8区1357-1 - - 〇

松山校 松山市宮西1-4-43　大智ビル2F - - 〇

北九州校 北九州市小倉北区紺屋町9-1 明治安田生命小倉ビル3F 〇 - -

※天神ビル 福岡市中央区天神2丁目12番1号 天神ビル11F 〇 - 〇

熊本校 熊本市東区上南部2-2-2　ゆめタウンサンピアン2F - - 〇

宮崎校 宮崎市本郷北方2440-24 〇 - -

鹿児島校 鹿児島市大黒町1-3　ブラザー鹿児島ビル7F 〇 - -

沖縄校 那覇市安謝2-3-7　トワ・ブランビル1F - - 〇

（注１）　開催日欄に「○」が表示されている会場での開催となり、「－」が表示されている会場での開催はありません。

（注２）　先着順のため、受付期間中であっても受講会場が定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。

（注３）　災害の発生、感染症の拡大防止のほか、お申し込み状況等により会場を変更・取り止める場合には、ホームページ（専用サイト）でお知らせします。

（注４）　当日の受付開始時間＜火・水・木曜日クラス＞１５時３０分

（注５）　受験される階数は、当日会場の受付にてご確認ください。

住宅ローンアドバイザー専用サイト https://www.loan-adviser.jp/

お　　問　　い　　合　　わ　　せ　　先

一般財団法人 住宅金融普及協会　住宅ローンアドバイザー課
〒112-0014　東京都文京区関口1-24-2 関口町ビル

［開催会場・開催日］

開　　催　　会　　場

日建学院各校

※その他会場

所　　在　　地

電話 ０３－３２６０－７３４６ （平日:10時から16時）　　

開　  催　  日　

 

 



 

 

WEB でどこでも学習できる「住宅ローンアドバイザー養成講座」 

 
 
住宅市場や環境が変化している中で、不動産流通の拡大や住宅リフォーム、リノベーションへの
注目が高まり、既存住宅の流通やリフォーム市場でのビジネスチャンスが期待されています。金融
業界でもインターネットによる住宅ローン手続きのオンライン化や提出書類のペーパーレス化が大
きく進展しつつあります。オリジナルのテキストと映像では、こうした住宅ローンをとりまく最近の動向
についても、解説しています。 
また、昨今の新型コロナウイルス感染拡大防止や働き方改革を踏まえて、自宅での勤務スタイル

も浸透しており、社員研修や業務関連知識の向上に積極的に取り組む事業者も多く見受けられま
す。「住宅ローンアドバイザー養成講座」は WEB で学習ができることから、テレワーク中であっても、
最適な研修教材として、利用することができます。 
 
 ＜最近の動向を追加したテキストの項目＞（抜粋） 

    〇住宅ストックの活用と国による支援策の拡充（基礎編 第１章 1-2） 
    〇注目される住宅ローン手続きのペーパーレス化（基礎編 第１章 1-2） 
    〇リバースモーゲージと高齢期における住宅資産の活用（応用編 第１章 1-3） 
    〇住宅借入金等特別控除（新築住宅、中古住宅の要件）（応用編 第４章 4-7） 
    〇既存住宅の購入（リフォーム一体型ローン、宅建業法で求められるインスペクション、安心R住宅） 

（応用編 第５章 5-3） 

 

住宅ローンアドバイザー養成講座を受講された方の声 

 
 
  ＜お客さまの信頼、安心を獲得＞ 

「私は会社の方針により住宅ローンアドバイザー資格を取得しましたが、さまざまなメリットを感じています。
（中略）住宅ローンアドバイザー登録者証(カード)を提示することで、お客様からの信頼を得やすくなりまし
た。」（S住宅(株)様） 

 
＜新人研修、社員研修としてご活用＞ 

    「住宅ローンアドバイザー資格は、社内でも奨励されていることもあり、入社して間もなく取得しました。特に
テキストで学ぶケーススタディーは、現場で直接、お客様に接することがない私にとってはイメージを膨
らませてくれるので、非常に役に立ちました。」（(株)I工務店様） 

   ＊同社では、毎年４月に入社する営業社員全員を対象に、本養成講座を受講。受講料及び登録料につ
いても、社内で手当てされています。 

   
＜名刺に記載することでのプレゼンスアップ！＞ 

     「住宅ローンアドバイザーの資格を取得することは営業マンにとって非常に効果的です。私の経験上 
「住宅ローンアドバイザー」と名刺に記載することで、お客様の信頼度も違いましたし、相談してもらえる
機会も格段に増えました。」（(株)Rハウス様） 

 

（参考）住宅ローンアドバイザー養成講座の募集、実施概要 

 ２０２１年度 ２０２０年度 ２０１９年度 

第１回 第１回 第２回 

募集期間 4/19～6/18 9/14～11/6 11/18～１/17 

申込者数 １，９５７名 ２，１１３名 １，９３５名 

受講者数 １，６１２名 １，７８１名 １，５５５名 

修了者数（合格者数） １，３３７名 １，４８３名 １，２７１名 

修了率（合格率） ８２．９％ ８３．３％ ８１．７％ 

 

 

 

 

 

出所：住宅ローンアドバイザー通信「ホッ！と一息カフェテリア」 

 

 



 

   

 

 

 

１ 効果測定会場内での感染対策について 

・効果測定の会場内、トイレ、休憩場所では、一定の距離を置いたご利用をお願いいたします。 

・換気のため、可能な限り、窓やドアを開けますので、室温の高低に対応して容易に着衣・脱衣できるように、

服装には十分ご注意ください。外部からの雑音が感じられる場合もあります。 

・飛沫抑止のため、施設内での食事は原則として禁止とさせていただきます。ペットボトルでの水分補給は差

し支えありません。 

・こまめな手洗い、うがい、消毒といった感染予防対策をお願いいたします。 

・会場内における他の方との会話は、極力ご遠慮ください。 

 

２ 効果測定当日の注意事項の遵守について 

（１）体調不良の方は、ご来場をお控えください。 

ご来場前の検温をお願いいたします。新型コロナウイルス感染症に罹患している方、濃厚接触者として健

康観察の指示を受けている方、３７．５℃平熱を超える発熱やのどの痛み、咳が出るなどの症状がある方に

つきましては、効果測定当日のご来場はお控えくださいますようお願いいたします。症状によっては受験をお

断りする場合があります。 

 ＊効果測定を受験できない場合の「振替受講」とは？ 

2021 年度第１回の住宅ローンアドバイザー養成講座をお申込みされた方で、基礎編効果測定を修了さ

れ、かつ、応用編効果測定を受験されていない方は、次回（2021年度第２回）の養成講座開催時に限り、募

集期間中に「振替受講」のお申込みをすることができます。「振替受講」には費用はかかりません。 

 

（２）マスクの持参、着用をお願いいたします。 

効果測定当日は、感染予防のため、各自でマスクの持参、着用をお願いいたします。マスクを着用されな

い場合は、受験をお断りする場合があります。ご本人確認のため、受付担当者又は効果測定監督者からの

指示により、一時的にマスクを外していただく場合があります。 

 

（３）携帯用ウェットティッシュ等の使用は差し支えありません。 

 効果測定の実施中でも、携帯用のウェットティッシュ、手指消毒用アルコールの使用は差し支えありませ

ん。 

 

３ 効果測定を中止する場合等のお知らせ 

 効果測定の会場（地域）の感染状況により、効果測定の中止や会場を変更する場合があります。この場合

のお知らせ方法は、弊協会のホームページ、ご登録されたメールアドレスあてにお知らせいたしますので、

効果測定日前には、必ず、ホームページを確認されるとともに、受信メールにもご注意くださいますようお願

いいたします。 

 なお、一度お申込みされた場合は、キャンセルに伴う受講料の返金は致しかねます。（「住宅ﾛｰﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ

ｰ養成講座の受講及び登録に係る利用規約」第 8 条） 

 

４ 感染が確認された場合の個人情報の取り扱いについて 

 万一、効果測定を実施した後に会場等で感染者が確認された場合、諸官庁からの要請により、個人情報を

提供する場合がありますので、ご了承の上、お申込みをお願いいたします。 

以上 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止への対応とご協力のお願い 
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一般財団法人 住宅金融普及協会 

住宅ローンアドバイザー養成講座（基礎編・応用編）は年２回開催します。 

受付期間、開催日、開催会場等につきましては、住宅ローンアドバイザー 

専用サイト(https://www.loan-adviser.jp/)をご確認ください。 
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（参考）住宅ローンアドバイザー資格登録のメリット               裏表紙 
 

                                       

 

＜は じ め に＞ 

  住宅ローン商品の多様化が急速に進み、住宅の取得を計画されている方が自ら「ど

のタイプの住宅ローンが自分に一番適しているか」を判断することが難しい状況とな

っていると言えます。「住宅ローンアドバイザー」とは、お客さまが最適な住宅ロー

ンを選択することができるように、消費者保護や説明責任を果たし、住宅ローンにつ

いての正確な商品特性、リスク、情報などをアドバイスする資格者です。 

 当協会の「住宅ローンアドバイザー養成講座」は、こうした人材を育成し、支援す

るため平成 17 年に創設し、累計で６万７千名を超える方に受講いただいております。 

平成 19 年 11 月には、公益社団法人日本不動産学会より、「住宅ローンアドバイザ

ー養成講座」の創設、運営について高い評価を頂き、同学会業績賞を受賞しました。  

 

 住宅ローンアドバイザー委員会について 

当協会が実施する住宅ローンアドバイザーに関する諸課題（講習カリキュラム、効
果測定、登録等）に対する対応については、その公正性、信頼性を確保する観点から
各界有識者による「一般財団法人住宅金融普及協会住宅ローンアドバイザー委員会」
を設置し、様々な提言・助言を受けております。 

 
一般財団法人住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー委員会 

委員長 加藤 久和  明治大学政治経済学部 教授 
委 員 江口 正夫  弁護士（海谷・江口・池田法律事務所） 
 大石 泉  株式会社NIE.Eカレッジ 代表取締役、ファイナンシャル・プランナー 

角田 圭子  税理士（角田圭子税理士事務所）、ファイナンシャル・プランナー 
深田 晶恵   株式会社生活設計塾クルー 取締役、ファイナンシャル・プランナー 
益山 真一  ファイナンシャル・プランナー 
山本 昌平  弁護士（丸の内中央法律事務所） 

（委員は 50 音順） 
 
 



１ 住宅ローンアドバイザー養成講座の概要 

 

住宅ローンアドバイザー養成講座は、「基礎編」と「応用編」で構成されています。 

受講コースは、Ｗｅｂによる受講の「Ａコース」と、所定の会場での受講（ＤＶＤ映像の

視聴）の「Ｂコース」があります。 

 

＊「Ｂコース」の募集は、新型コロナウイルス感染拡大防止等のため、当面見送らせて

いただく予定です。募集をする場合は、ホームページ等でお知らせします。 

 ＊「基礎編」のみ、あるいは「応用編」のみの申込みはできません。「Ａコース」と「Ｂ

コース」の映像講習は同一の内容です。「Ａコース」「Ｂコース」とも応用編効果測定

は、会場での受験となります。 

 

区 分 
住宅ローンアドバイザー養成講座 

（基礎編、応用編） 

受講申込の資格要件 

 

年齢、実務資格は問いません。どなたでも受講でき

ます。 

①個人による申込み（P.５～６） 

②法人で受講者をとりまとめた申込み（P.７～10） 

＊応用編効果測定は、所定の講習を終了した方が 

受験することができます。 

募集予定時期 
第１回：４月下旬～６月中旬 （受験日 ７月中旬頃） 

第２回：９月中旬～11 月中旬（受験日 12 月上旬頃） 

開催日・開催会場 

開催（募集）の都度、住宅ローンアドバイザー専用

サイト（https://www.loan-adviser.jp/）でお知ら

せします。全国主要都市で開催します。 

受講コース、受講料 
「Ｂコース」を募集する場合は、ホームページ等で

お知らせします。 

 

Ａコース（Ｗｅｂによる受講） 

①基礎編、応用編ともＷｅｂで受講 

②基礎編効果測定をＷｅｂで受験 

③応用編効果測定を「会場」で受験 

受 講 料 

23,100 円 

(税込み） 

Ｂコース（会場でＤＶＤ受講） 

（基礎編 10:00～17:00） 

（応用編 10:00～17:00） 

①基礎編、応用編とも会場で受講 

②基礎編効果測定を会場で受験 

③応用編効果測定を会場で受験 

受 講 料 

27,500 円 

(税込み） 

テキストおよび映像視聴 
所定のテキスト（約 330 ページ） 

映像の視聴（基礎編約 270 分、応用編約 250 分） 

効果測定結果の公表 

（合否結果の公表） 

合格発表日にホームページにて受講番号を発表。 

受講者全員に書面で合否結果を通知します。 

登録申請 合格発表後、合格者は登録申請することができます。 

＊受講料については、変更する場合があります。 

   

 



２ 講座のカリキュラム 

 

本講座は、当協会所定のテキストを使用し、講座のカリキュラムを収録した映像（Ｗｅｂ

または会場でのＤＶＤ）を視聴する「映像講習」です。 

 

 

《講座の構成、主な内容》 

 

基 礎 編
 

 応 用 編
 

第１章 なぜ住宅ローンアドバイザーが 

必要なのか？ 

 ・住宅ローンを取り巻く環境の変化 

 

 

第１章 住宅ローン商品のリスクと注意点 

・各金利タイプのリスクと注意点 

・特徴ある住宅ローン 

第２章 繰上返済の仕組みと効果 

 ・期間短縮型と返済額軽減型 

 ・繰上返済の注意点  

第２章 住宅ローンの基礎知識 

 ・代表的な住宅ローン 

 ・借入基準のポイント 

 ・金利の種類 

 ・返済方法 

 ・借入可能額 

第３章 目的別借換えの効果と注意点 

 ・総返済額を抑えるための借換え 

 ・金利上昇リスクを回避する借換え 

 ・毎月の返済額を抑える借換え 第３章 コンプライアンス 

 ・コンプライアンスの必要性 

 ・住宅ローンアドバイザー倫理・行為規範 

 ・個人情報保護法の順守 
第４章 知っておきたい税金 

 ・住宅にかかる税金 

 ・住宅取得等資金の贈与と特例  

 ・住宅借入金等特別控除 第４章 説明責任の重要性 

 ・住宅ローンにおける重要事項とは 

 ・適用金利が決まるタイミング 第５章 手続きの流れ 

・新築マンション、建売住宅、既存住宅を購入

する場合 

 ・住宅ローン申込みに必要な書類 第５章 住宅ローン計算（借入額編） 

 ・返済額早見表の見方 

第６章 タイプ別住宅ローンの選び方と 

返し方 

 ・将来、返済額が増やせそうな人のローン 

 ・将来の返済負担が重くなりそうな人のローン 

 ・夫婦共有で住宅を購入する人のローン 

 ・短期間（１０年程度）で返済する人のローン 

第６章 借入額決定までのプロセス 

 ・物件取得予算の考え方 

 ・頭金の重要性 

 ・希望額の借入れができない場合の対処方法 

         ＋         ＋ 

 

基礎編効果測定（４５分） 

 

応用編効果測定（５０分） 

 

＊Ｂコース（会場でＤＶＤ受講）の場合、基礎編、応用編のそれぞれの講座の途中に、 

休憩時間を設けています。 

 

 

 



 

 Ａコース（Ｗｅｂによる受講）とは  

 

◎基礎編、応用編ともＷｅｂで受講 

  基礎編 約２７０分、応用編 約２５０分 

◎基礎編の受講後、基礎編効果測定（４５分）をＷｅｂで受験 

◎応用編の受講後、応用編効果測定（５０分）を会場で受験 

   

 

 

 

 

 

 Ｂコース（会場でＤＶＤ受講）とは  

 ＊「Ｂコース」の募集は、新型コロナウイルス感染拡大防止等のため、当面見送らせ

ていただく予定です。募集をする場合は、ホームページ等でお知らせします。 

 

 

◎基礎編、応用編とも会場で受講（全国の主要都市） 

  ・会場で、２日間、映像（ＤＶＤ）を視聴 

・基礎編（１日）約２７０分、応用編（１日）約２５０分 

◎基礎編の受講後、基礎編効果測定（４５分）を会場で受験 

◎応用編の受講後、応用編効果測定（５０分）を会場で受験 

 

 

 

 

 

 
＜個人情報の取扱い＞ 

申込みに際していただいた個人情報につきましては、本講座にかかる必要書類の送付 

および申込者情報管理の範囲においてのみ利用し、適正に管理いたします。    
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３ 個人による受講の申込み、合格発表までの流れ（Ａコース） 

 （１）受講の申込みからテキスト受領まで 

○申込者は、住宅ローンアドバイザー養成講座の受講方法、効果測定の受験資格、合格後 

の登録手続きなど、本講座の制度、特徴とともに、「住宅ローンアドバイザー養成講座 

の受講及び登録に係る利用規約」について、住宅ローンアドバイザー専用サイト

（https://www.loan-adviser.jp/）にて確認のうえ、申込みください。利用規約は、本ご 

案内の巻末にも記載しています。 

○Ａコース（Ｗｅｂによる受講）の申込みの場合、事前に住宅ローンアドバイザー専用サ

イトの「講義映像の受信環境確認」で、パソコンの環境確認を行ってください。 

○住宅ローンアドバイザー専用サイトトップページの「個人申込み」を選択し、画面の案 

内にしたがって、メールアドレス、希望するパスワードを入力してください。 

○入力されたメールアドレスへ「ユーザー登録受付のお知らせ」メールを送信しますので、

「ユーザーＩＤ（受講番号）」を確認してください。 

 

＊「ユーザー登録受付のお知らせ」メールが届かない場合は、登録のメールアドレスが間 

違っていないか、あるいは迷惑メールとして処理されていないか確認してください。 
 

○「ユーザーＩＤ（受講番号）」と「ユーザー登録時に設定したパスワード」でマイペー 

ジにログインし、画面の案内にしたがって、氏名、住所、連絡先、受講コースと会場の 

選択、受講料の決済方法等の受講者情報の登録を行ってください。 

○受講料は、コンビニ決済、クレジットカード決済（一括払い）から選択できます。また、 

領収書発行の希望の有無は、決済方法選択画面で選択できます。 

◯決済方法で「コンビニ決済」を選択した場合は、「受講料お支払いのご案内」メールを 

送信しますので、必ず支払い期限までにお支払いください。 

◯クレジットカード決済を利用の場合は、ＶＩＳＡまたはＭａｓｔｅｒのクレジットカー 

ドを用意してください。 

＊募集のご案内（チラシ）等でお知らせしている支払い期限を経過した場合は、受講料を 

お受けすることはできません。  

○当協会にて受講料の入金確認後、「お申込完了のお知らせ」メールを送信します。 

   ○テキスト等教材は、登録された住所（自宅または勤務先）に送付します。 

 

申込みの前に（利用規約等の同意）  

ユーザー登録、登録受付の確認（メール送信） 

受講者情報（受講者名、受講コース等）の登録、支払い方法の選択   

申込み完了のお知らせ、テキスト等教材の送付 

   
 



 （２）基礎編受講から合格発表まで        

○マイページにアクセスし、基礎編映像講習（全 16 コマ、約 270 分）を受講してください。

映像講習は、何度でも繰り返し視聴することや、倍速で再生することも可能です。また、

マイページの「受講状況」の「☆」印で、視聴済みを確認できます。 

○基礎編映像を全て視聴した後、マイページで「基礎編効果測定」を受験してください。 

基礎編効果測定を終了いただくことが応用編受講（映像講習）、そして、応用編効果測定

受験の条件となりますので、ご注意ください。 

【重要】基礎編効果測定を終了されない場合は、応用編受講（映像講習）、応用編効果測

定を受験することはできません。 

〇マイページにアクセスし、応用編映像講習（全 16 コマ、約 250 分）を受講してください。

映像講習は、何度でも繰り返し視聴することや、倍速で再生することも可能です。また、

マイページの「受講状況」の「☆」印で、視聴済みを確認できます。 

○応用編映像を全て視聴した後、マイページの「応用編受験票出力」から応用編効果測定 

受験票をダウンロードし、印刷してください。 

○印刷した「応用編効果測定受験票」部分を切り離し、本人の顔写真とともにテキスト発 

送時に同封した「受験票台紙」に貼付して、当日会場へ持参してください。 

【重要】応用編映像を全て視聴していただくことが応用編効果測定受験の条件です。 

○受験日当日は、受験票（本人の顔写真、応用編効果測定受験票が貼付されたもの）、テ 

キスト、電卓（P.13＊参照）、鉛筆、消しゴムを必ず持参してください。 

○応用編効果測定では、計算問題の際、テキストの「返済額早見表」を使用します。効果 

測定の間、テキストを参照することができます。 

◯応用編効果測定は、基礎編および応用編の講習内容から出題されます。 

○住宅ローンアドバイザー専用サイトに、合格者の受講（受験）番号を掲載します。また、 

受講者全員に合否結果を送付します。 

◯「住宅ローンアドバイザー登録申請手続きのご案内」は、合格者あてに修了証書とあわ 

せて送付します。 

基礎編（Ｗｅｂ）の受講：「基礎編映像講習」＋「基礎編効果測定」 

＊基礎編効果測定の終了後、応用編映像を視聴することができます。 

応用編効果測定 ＊申込みされた会場で応用編効果測定を受験してください。 

合格発表・登録申請手続きのご案内 

応用編（Ｗｅｂ）の受講：「応用編映像講習」＋「受験票」の印刷   

＊応用編の映像視聴は、応用編効果測定前日までに終了し、受験票を印刷してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 法人による受講の申込み、合格発表までの流れ（Ａコース） 

（１）法人担当者の受講の申込みからテキスト受領まで 

○法人担当者は、住宅ローンアドバイザー養成講座の受講方法、効果測定の受験資格、合格後

の登録手続きなど、本講座の制度、特徴とともに、「住宅ローンアドバイザー養成講座の受

講及び登録に係る利用規約」について、住宅ローンアドバイザー専用サイト

（https://www.loan-adviser.jp/）にて確認のうえ、申込みください。また、法人担当者

は、受講者にも当該内容の同意を確認のうえ、申込み手続きをお願いします。利用規約は、

本ご案内の巻末にも記載しています。 

 

○Ａコース（Ｗｅｂによる受講）の申込みの場合、受講者は、事前に住宅ローンアドバイザ

ー専用サイトの「講義映像の受信環境確認」で、パソコンの環境確認を行ってください。 

 

 

○法人担当者は、住宅ローンアドバイザー専用サイトトップページの「法人申込み」を選択

し、画面の案内にしたがって、法人担当者のメールアドレス、希望する「法人用パスワー

ド」を入力してください。 

＊既に法人情報を登録している場合は、ユーザー登録した「法人ユーザーＩＤ」と「法人用

パスワード」で法人マイページにログインし、受講の申込みが行えます。 

 

○法人担当者が入力されたメールアドレスへ「法人担当者登録受付のお知らせ」メールを送

信しますので、「法人ユーザーＩＤ」を確認してください。 

 

＊「法人担当者登録受付のお知らせ」メールが届かない場合は、登録のメールアドレスが間 

違っていないか、あるいは迷惑メールとして処理されていないか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講の申込みの前に（法人担当者・受講者の利用規約等の同意）  

法人のユーザー登録、登録受付の確認（メール送信） 



◯法人担当者は、「法人ユーザーＩＤ」とメールアドレス登録時に設定した「法人用パスワー

ド」で法人マイページにログインし、画面の案内にしたがって、法人情報の登録を行って

ください。ここで登録いただく法人ご担当者あてに、テキスト等教材、合否結果（受講者

ごとに合否結果を封入し、封緘した封筒）等を送付します。 

 

 ◯次に受講者の氏名、メールアドレス、受講コース（ＡコースまたはＢコース）と会場の選

択、登録した受講者がマイページに初めてログインする時に使用する「共通パスワード」（法

人用パスワードとは異なります）の設定、受講料の決済方法を選択し、受講者情報の登録

を行ってください。 

 

◯受講料は、銀行振込、コンビニ決済、クレジットカード決済（一括払い）から選択できま

す。決済金額が３０万円以上の場合、コンビニ決済は選択できません。また、領収書発行

の希望の有無は、決済方法選択画面で選択できます。 

 

◯決済方法で「銀行振込」または「コンビニ決済」を選択した場合は、法人担当者に「受講

料お支払いのご案内」メールを送信しますので、必ず支払い期限までにお支払いください。 

 

◯クレジットカード決済を利用の場合は、ＶＩＳＡまたはＭａｓｔｅｒのクレジットカード

を用意してください。 

 

＊募集のご案内（チラシ）等でお知らせしている「受講料の支払い期限」を経過した場合は、

受講料をお受けすることはできません。 

 

 

 ◯当協会にて受講料の入金確認後、法人担当者に「お申込完了のお知らせ」メールを送信 

します。各受講者には「個人ユーザーＩＤ（受講番号）のお知らせ」メールを送信します。 

 

○受講者全員分のテキスト等教材は、登録された法人担当者あてに送付します。 

 

○法人担当者は、受講者全員にテキスト等教材の配付と、法人担当者が設定した「共通パス

ワード」（法人用パスワードとは異なります）の周知をお願いします。 

 

＊Ａコースの受講者が、映像講習を視聴するためには、「個人ユーザーＩＤ（受講番号）」

と法人ご担当者が設定した「共通パスワード」が必要です。 

 

法人情報と受講者情報（受講者名、受講コース等）の登録、支払い方法の選択 

申込み完了のお知らせ、個人ユーザーＩＤのお知らせ、 

テキスト等教材の送付、共通パスワードの周知 

   
 



 

（２）受講者の基礎編受講から合格発表まで         

○受講者は、「個人ユーザーＩＤ（受講番号）のお知らせ」メールに記載されている個人ユー 

ザーＩＤと、法人担当者が設定した「共通パスワード」で個人マイページにログインし、住 

所等の受講者詳細情報の登録を行ってください。この登録の際に「共通パスワード」を、任 

意のパスワードに変更できます。 

 

＊詳細情報の登録後は、マイページの「登録情報変更」からパスワード等を変更できます。 

＊法人担当者へお知らせした「法人ユーザーＩＤ」でログインした場合は、映像を視聴するこ

とはできませんので、ご注意ください。 

○マイページにアクセスし、基礎編映像講習（全 16コマ、約 270分）を受講してください。

映像講習は、何度でも繰り返し視聴することや、倍速で再生することも可能です。また、マ

イページの「受講状況」の「☆」印で、視聴済みを確認できます。 

○基礎編映像を全て視聴した後、マイページで「基礎編効果測定」を受験してください。 

基礎編効果測定を終了いただくことが応用編受講（映像講習）、そして、応用編効果測定受

験の条件となりますので、ご注意ください。 

【重要】基礎編効果測定を終了されない場合は、応用編受講（映像講習）、応用編効果測定を

受験することはできません。 

○マイページにアクセスし、応用編映像講習（全 16コマ、約 250分）を受講してください。

映像講習は、何度でも繰り返し視聴することや、倍速で再生することも可能です。また、マ

イページの「受講状況」の「☆」印で、視聴済みを確認できます。 

○応用編映像を全て視聴した後、マイページの「応用編受験票出力」から応用編効果測定 

受験票をダウンロードし、印刷してください。 

○印刷した「応用編効果測定受験票」部分を切り離し、本人の顔写真とともにテキスト発 

送時に同封した「受験票台紙」に貼付して、当日会場へ持参してください。 

【重要】応用編映像を全て視聴していただくことが応用編効果測定受験の条件です。 

 

 

 

 

 

受講者詳細情報の登録   

基礎編（Ｗｅｂ）の受講：「基礎編映像講習」＋「基礎編効果測定」 

＊基礎編効果測定の終了後、応用編映像を視聴することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応用編（Ｗｅｂ）の受講：「応用編映像講習」＋「受験票」の印刷   

＊応用編の映像視聴は、応用編効果測定前日までに終了し、受験票を印刷してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○受験日当日は、受験票（本人の顔写真、応用編効果測定受験票が貼付されたもの）、テ 

キスト、電卓（P.12＊参照）、鉛筆、消しゴムを必ず持参してください。 

○応用編効果測定では、計算問題の際、テキストの「返済額早見表」を使用しますので、効果 

測定の間、テキストを参照することができます。 

◯応用編効果測定は、基礎編および応用編の講習内容から出題されます。 

 

＊基礎編、応用編の映像は、応用編効果測定受験日まで視聴することができます。 

 

○住宅ローンアドバイザー専用サイトに、合格者の受講（受験）番号を掲載します。また、

受講者全員分の合否結果（受講者ごとに合否結果を封入し、封緘した封筒）を、法人担当

者にまとめて送付します。 

  

◯「住宅ローンアドバイザー登録申請手続きのご案内」は、合格者あてに修了証書とあわせ

て送付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合格発表・登録申請手続きのご案内 

応用編効果測定 ＊申込みされた会場で応用編効果測定を受験してください。 



５ 申込み後の留意事項 
 
①募集の締め切り等について 

受付期間中であっても、会場が定員になり次第締め切ります。また、自然災害、伝染病の発

生等で会場を変更・取り止める場合や、申込み状況により開催を取り止める場合があります。

これらの場合には当協会ホームページ（専用サイト）または、ご登録されたメールアドレス

にお知らせします。 
 
②受講日または受講会場の変更等の申出について 

・やむを得ない事情により、受講日または受講会場変更の希望がある場合は、住宅ローンア

ドバイザー専用サイト【個人マイページ】にて変更の手続きを行ってください。受講日（効

果測定日）の２日前まで変更することができます。会場の申込み状況等によっては、変更

できない場合があります。 

・受講料入金後は、受講コース（ＡコースまたはＢコース）の変更を承ることができません。

この場合は、募集期間中に、既に申込まれた受講コースをキャンセルし、新たに申込みの

手続きをお願いします。受講料の返金手続きについては、下記⑤をご覧ください。 
 
③【重要】応用編効果測定を受験する条件について 

応用編効果測定を受験するためには、基礎編講座（映像視聴）を全て修了し、基礎編効果測

定を行い、応用編講座（映像視聴）を全て修了することが必要です。 
 
④受講料の支払いについて 

所定の期限までに、受講料の入金が確認できない場合は、申込みが無効となります。 

会場での受講料の支払いは承っておりません。 
 
⑤受講料支払い後のキャンセルについて  

やむを得ず受講をキャンセルする場合は、以下の全ての条件に該当し、当協会に連絡いただ

いた場合に限り、キャンセルすることができます。後日、所定の手続きにより受講料から「テ

キスト郵送代」および「送金手数料」を差し引いた金額を返金します。 

＜キャンセルの条件＞ 

・テキストの到着後、８日以内に当協会に連絡すること。 

・テキストを未使用のまま当協会に返送すること。送料は、申込者の負担となります。 

・Ａコースまたは再受験の場合、基礎編・応用編講義映像を全く視聴していないこと。Ｂコ

ースの場合、基礎編講座を受講していないこと。 
 
⑥応用編効果測定を欠席する場合（Ａコースの場合）  

・当協会の都合による講座開催中止の場合を除き、基礎編講義映像の視聴開始後に、応用編

効果測定を欠席する場合、受講料は返金しません。 

・基礎編効果測定を修了した方で応用編効果測定を欠席する場合は、事前に当協会まで連絡

してください。次回の開催時に限り「振替＊」で受講できます。 

 
 
 ＊「振替」受講につきましては、当初のコース選択（ＡコースまたはＢコース）にかかわらず、全て「Ａコ 

ース」での受講となります。自宅等のパソコンでＷｅｂ講習にて応用編講義映像を全て視聴のうえ、会場 

で応用編効果測定を受験していただくことになります。 

 ＊次回の開催時に「振替」で受講いただけなかった場合は、再度、受講料をお支払いのうえ、基礎編からの 

受講となります。 

 ＊「振替」は、基礎編効果測定を修了している方に限ります。 

 

 

 

 

 

 

 



６ 受講・受験にあたっての注意事項 

 
 
①持参していただくもの 

受験票（本人の顔写真が貼付されたもの）、テキスト（「返済額早見表」を使用します）、鉛筆

またはシャープペンシル（ＨＢ）、プラスチック製消しゴム、電卓＊を持参してください。 

 

＊電卓は、以下の各条件に該当する場合のみ使用を認めます。 

   ◎使用できるもの 

電源内蔵のもので、演算機能のみを有するもの 

 

   ◎使用できないもの 

・携帯電話、スマートフォンで計算機能のあるもの 

・タブレット式パソコン 

・関数機能［Σ(シグマ)・log等］、ローン計算・紙に記録する機能のあるもの 

・音［タッチ音・音階・音声等］を発する機能のあるもの 

・プログラム（計算式）の入力（登録）機能のあるもの 

・計算過程をさかのぼって確認できる機能等のあるもの 

・外形寸法がおおむね26㎝×18㎝を超えるもの 

 

 

 

 

 

②会場での注意事項（Ａコースの場合） 

・応用編効果測定当日は、受験票に記載された会場、集合時間にお越しください。 

・応用編の効果測定開始後２０分を超えてからの入室（遅刻）は、お断りします。 

・会場の教室内では、必ず携帯電話、スマートフォンの電源を切って、カバン等におしまい

ください。 

・会場内では、係員の案内にしたがってください。 

 

 

③会場について 

・駐車場・駐輪場は用意しておりません。 

・会場内所定の喫煙場所以外は、全て禁煙です。 

 

プログラム機能の内蔵など、使用禁止の電卓に該当する疑いがある場合には、 

試験監督者が受験の一時停止または中止の措置をとることがあります。 

【名前、住所等の漢字登録について】 

システム上、ＪＩＳ第２水準までの登録となりますので、ご了承願います。 

応用編効果測定に合格し、登録申請手続き後に発行する登録者証では、旧漢字での 

作成が可能です。（例：髙→高、﨑→崎） 



７ 基礎編、応用編の効果測定 

 
 
①基礎編および応用編の効果測定の問題は、次のとおりです。 

＜基礎編の効果測定＞ 

・Ａコース基礎編の効果測定（Ｗｅｂ）は、パソコン上のラジオボタン方式となります。いずれ

も複数の選択肢の中から１つを選択する方式です。 

・正誤問題（２択、○×）２５問、計算問題（３択）１０問 の合計３５問 

・制限時間は４５分です。 

 

＜応用編の効果測定＞ 

・応用編の効果測定（会場での受験）は、基礎編および応用編の講習内容から出題されます。 

・正誤問題（２択、○×）３０問、計算問題（３択）１０問 の合計４０問 

・制限時間は５０分です。 

 

②応用編効果測定を受けるにあたっての注意点は、次のとおりです。 

・電卓を使用します。 

使用できる電卓には制限がありますので、「６ 受講・受験にあたっての注意事項」（P.12）

を参照してください。 

・携帯電話（電卓機能のあるスマートフォン・タブレット含む）は禁止します。 

・テキストを参照いただけます。計算問題の際、「返済額早見表」を使用しますので、テキスト

は必ず持参してください。 

・解答は、マークシート方式で行います。 

・効果測定の問題用紙は、効果測定終了後に回収します。 

・会場での効果測定では、解答を終えられた方から退室することができますが、再入室すること

はできません。 

 

③応用編の効果測定問題および解答は、効果測定の実施後に、住宅ローンアドバイザー専用 

サイトに掲載します。 

 

８ 合格発表 

 

①応用編の効果測定において、一定以上の点数を取得した方を合格とします。 
②住宅ローンアドバイザー専用サイト（https://www.loan-adviser.jp/）にて、合格者の受講（受験）

番号を掲載します。 

③受講者全員に合否結果を送付します。法人による申込みの場合は、受講者全員分の合否結果（受講

者ごとに合否結果を封入し、封緘した封筒）を、法人担当者にまとめて送付します。 

④合格者には、修了証書とあわせて住宅ローンアドバイザー登録申請書（書式）を送付します。 

⑤合否判定（修了判定）、効果測定問題および根拠等に関する問い合わせについては、一切お答えで

きません。 

⑥不合格となった場合は、次回以降の開催時に「応用編効果測定」を受験（再受験）することができ

ます。この場合の再受験料は、７，７００円（税込み）です。 

 

＊再受験料については、変更する場合があります。 

  

 



９ 住宅ローンアドバイザーの登録 
 
当協会が認定する「住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー」として住宅ローンのアドバ

イスを行うためには、住宅ローンアドバイザー養成講座（応用編）の効果測定に合格したうえで、

所定の期間内に登録申請手続きを行い、当協会に登録いただく必要があります。 

 

１．登録できる方 

以下の①および②の両方に該当される方です。 

①住宅ローンアドバイザー養成講座（応用編）の効果測定に合格された方 

②「住宅ローンアドバイザー養成講座の受講及び登録に係る利用規約」に同意し、「住宅ロー

ンアドバイザー登録規程」および「住宅ローンアドバイザー倫理・行為規範」を了承され、

「住宅ローンアドバイザー登録規程」第２条第２項の各号に該当しない方 
 

 
＊「住宅ローンアドバイザー養成講座の受講及び登録に係る利用規約」、「住宅ローンアドバイザー登録規程」および「住 

宅ローンアドバイザー倫理・行為規範」は、住宅ローンアドバイザー専用サイト（https://www.loan-adviser.jp/）に 

掲載しています。 
 
 
２．登録料 

１１,０００円（税込み） 

 

３．登録有効期間 

登録日から３年間 

 

４．登録申請期間 

  ①住宅ローンアドバイザー養成講座を修了した日から１年を経過する日の翌月末までです。 

  ②登録申請期間を経過した後は、登録の申請ができませんので、ご注意ください。 

    

５．登録更新手続き 

  ①登録有効期間が満了する前に登録更新の手続き（登録更新の申し出、継続講習課題の修了、登

録更新料の支払い）が必要となります。 

  ②登録更新料は１１,０００円（税込み）です。 

  ③登録更新をする際には、継続講習課題（Ｗｅｂまたは書面）を修了することが必要となります。 

  ④登録更新後の登録有効期間は３年間で、以後も同様に３年ごとの登録更新となります。 

 

 

＊登録更新手続き、登録（更新）料等については、変更する場合があります。 

 

（住宅ローンアドバイザー登録規程） 

第２条 普及協会が実施する住宅ローンアドバイザー養成講座（第10条第2項に規定する講習を含む。以下「養成講座」と

いう。）を受講した者で別に定める基準を満たすものは、別に定める様式にて申請することにより、普及協会に登録

することができる。 

  ２ 普及協会は、前項に規定する申請があったときは、住宅ローンアドバイザー登録簿への登録 

   (以下「登録」という。)を行う。ただし、次のいずれかに該当する者は、この限りではない。 

   一 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者 

   二 破産者で復権を得ない者 

   三 成年被後見人、被保佐人又は被補助人に該当する者 

   四 任意後見人と任意後見契約を締結した者で、当該任意後見人に任意後見監督人が選任されている者 

   五 反社会的勢力（暴力団・暴力団員・暴力団準構成員・暴力団関係企業・総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまた

は特殊知能暴力団等、その他これらに準ずる者）に該当すると普及協会が判断した者または該当する恐れがある

と普及協会が判断した者 

 



 

「住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー登録者証」（カード型） 

 

 

 

＊「住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー」は、一般財団法人住宅金融普及協会 

の登録商標です。 

＊「住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー」として住宅ローンのアドバイスを行 

うためには、当協会にご登録をいただくことが必要となります。 

 

 

 

 
 

 



 

 

                                        令和元年住協規程第１号 

住宅ローンアドバイザー養成講座の受講及び登録に係る利用規約 

 
第１条 目的と適用範囲 

１．一般財団法人住宅金融普及協会（以下「当協会」とい

う。）が実施・運営する住宅ローンアドバイザー養成講

座（以下「養成講座」という。）及び住宅ローンアドバ

イザーの登録及び登録の更新（以下「登録等」という。）

は、消費者が適切な住宅ローンを選択できるように、消

費者保護や説明責任を果たし、住宅ローンについての正

確な商品知識、リスク、情報等をアドバイスできる者を

養成し、支援することを目的としています。 

２．養成講座の受講の申込み及び登録等については、本利

用規約、当協会が別に定める「住宅ローンアドバイザー

倫理・行為規範」及び「住宅ローンアドバイザー登録規

程」（以下「本利用規約等」という。）によるものとしま

す。また、当協会のウェブサイト、各種パンフレット等

では、本利用規約等を適宜解説するものとします。 

第２条 受講契約の成立 

１．養成講座の受講の申込者（個人又は法人）は、予め、

当協会ウェブサイト又はご案内等で当協会が表示する

本利用規約等を了承し、申し込むものとします。 

２．法人が研修等の目的で、自社の手配する場所において、

一定数以上の受講者を取りまとめて養成講座を申し込

む場合、法人は受講者の同意（個人情報の提供の同意を

含む。）を経て、予め、当協会と協議の上、申し込むも

のとします。 

３．養成講座の受講契約の成立時期は、申込者（個人又は

法人）が受講の申込みをした後、当協会が受講料の受領

を確認し、養成講座の教材を発送した時とします。 

第３条 受講料とお支払い 

１．養成講座の受講料等（再受験料を含む。）は、当協会

が定めます。 

２．申込者（個人又は法人）は、当協会ウェブサイトの申

込手続き画面に表示された受講料を、当協会所定の方法、

期日までに、支払うものとします。 

３．支払方法によって発生する振込手数料は、申込者（個

人又は法人）のご負担となります。 

第４条 養成講座の受講 

１．前条までの申込みの手続きを完了した者は、当協会が

提供する養成講座を受講することができます。 

２．当協会は、次の場合には、ウェブサイトによる養成講

座の利用、配信を一時停止又は制限する場合があります。 

①当協会が養成講座を提供するシステムに関する技術

上の理由により、一時的な使用制限が必要と判断した

場合 

②養成講座の提供に必要な設備に故障が生じた場合 

③停電、火災、地震その他不可抗力、伝染病の発生等や

むを得ない事情により、養成講座の提供が困難な場合 

④その他、養成講座を提供できない合理的な理由が生じ

た場合 

３．当協会は、前項の規定により、養成講座の利用を制限

する時は、原則として当協会のウェブサイト上に掲載す

る方法により受講者に通知します。 

４．当協会において止むを得ない事情があると認めた場合

には、受講者のお申し出に基づいて、応用編効果測定の

受講会場又は受講時間を変更することができるものと

します。 

 ５．自然災害の発生等の不可抗力、伝染病の発生等やむ

を得ない事情又は受講者のお申込み状況等により、受講

会場、受講時間の変更又は応用編効果測定の延期、取り

止めをすることができるものとします。これらの場合、

当協会は、ウェブサイト等で公表するとともに、受講者

が登録した連絡先に電話又はメールにて連絡いたしま

す。  

 

 

 

第５条 応用編効果測定の受験 

 １．応用編養成講座までのすべての課程を修了した受講

者は、応用編効果測定を受験することができます。 

 ２．前項の効果測定の受験資格を有する者又は所定の期

日まで基礎編の効果測定を修了した者で、応用編効果測

定を受験しなかった者は、当協会が別に定める「振替受

講」の手続きにより、直後に開催する養成講座の応用編

効果測定を受験することができます。 

第６条 応用編効果測定の合否判定の通知 

 当協会は、当協会が設定した基準に基づき、効果測定を

受験した者の合否を判定し、その結果を受験者に通知しま

す。なお、上記基準は、当協会の判断によりいつでも変更

することができるものとします。 

第７条 再受験と申込み 

１．当協会が過去に実施した応用編効果測定で不合格とな

った者は、当協会が別に定める「再受験」の手続きによ

り、応用編効果測定を再受験することができます。 

２．再受験を希望する者は、第２条及び第３条により、当

協会へ申込むことができます。 

第８条 契約の取消・解約、受講料の返金 

１．当協会の都合による養成講座開催の中止の場合を除き、

基礎編の受講を開始した場合は、その後応用編効果測定

を欠席されても、受講料の返金はいたしません。 

２．申込者（個人又は法人）は、次に掲げる事由の場合、

当協会へ受講契約の取消・解約及び返金請求を申し出る

ことにより、当協会は所定の手続にて受講料を返金いた

します。 

①第２条第３項に定める養成講座の教材の受領後８日

以内に当協会へ申し出を行い、すみやかに受領した教

材を当協会へ返送した場合（基礎編の受講を開始した

場合は除く。） 

②申込者の重大な心身の疾病の発症又は死亡等のため、

受講することができないものとして当協会が判断し

た場合 

３．前項で定める教材の返送料及び当協会から返金する場

合の振り込み費用は、申込者（個人又は法人）の負担と

します。 

４．本条による返金には、利息を付さないものとします。 

第９条 住宅ローンアドバイザーの登録申請、登録更新

申請 

 １．第６条による効果測定に合格した者は、別に定める

「住宅金融普及協会住宅ローンアドバイザー登録規程」

及び「住宅ローンアドバイザー倫理・行為規範」を了承

し、また、当協会が定める所定の期間内（合格した日か

ら１年を経過する日の翌月末）において、登録料の支払

い等所定の手続きを行うことにより、登録申請をするこ

とができます。 

２．当協会は、申請された事項を審査し、登録をすること

ができることとします。 

３．前項の登録を受けた登録者は、登録有効期限（有効期

間３年）の終了前に、第１項に準じて、登録更新料の支

払い及び継続講習の修了により、登録更新申請をするこ

とができます。当協会は、申請された事項を審査し、登

録更新をすることができることとします。次回以降の登

録更新についても、同様とします。 

４．住宅ローンアドバイザーの登録等の完了時期は、登録

等を申請する者が申請書を提出した後、当協会が登録料

又は登録更新料の受領を確認し、所定の審査を完了した

時とします。 

５．登録料及び登録更新料（登録者証の再発行手数料を含

む。）は、当協会が定めます。 

 

 

 

 



 

 

第 10 条 住宅ローンアドバイザー登録者へのサービス

の提供 

 当協会は、前条第２項及び第３項により、住宅ローンア

ドバイザーとして登録した者（以下、登録者という。）を

対象に、住宅ローンアドバイザー登録者証の発行のほか、

ウェブサイト等で公表する各種サービスを提供します。 

第 11 条 登録料又は登録更新料の返金 

 １．当協会は、登録又は登録更新の後に、当協会が別に

定める「住宅ローンアドバイザー登録規程」第 11 条第

１項に定める登録の失効事由に該当した場合でも、登録

料又は登録更新料は、返金いたしません。 

２．当協会は、第９条第２項及び第３項に定める登録の審

査の結果、登録を受けられない申請者には、登録料又は

登録更新料を返金いたします。 

 ３．登録申請の手続きにおいて、登録料の支払い後、登

録申請書の送付を失念している者又は登録申請を辞退

する者にあっては、当協会は返金申請を受け付けた後、

所定の手続きにより登録料を返金いたします。  

 ４．登録更新の申請手続きにおいて、登録更新料の支払

い後、継続講習の修了及び登録更新申請書の送付を失念

している者又は登録更新申請を辞退する者にあっては、

当協会は返金申請を受け付けた後、所定の手続きにより

登録更新料を返金いたします。 

 ５．第２項、第３項及び第４項で定める登録料又は登録

更新料を当協会から返金する場合の振り込み費用は、登

録等の申請者の負担とします。 

 ６．返金にあたっては、第８条第４項を準用するものと

します。 

第 12 条 受講者等への通知方法、登録情報の変更等 

１．当協会から受講者又は登録者への通知は、当協会のウ

ェブサイト上の適宜の箇所への掲示、受講者又は登録者

が指定した住所（自宅又は勤務先）への送付、メールア

ドレスへの通知、その他当協会が適当と判断する方法に

より行います。 

２．受講者又は登録者からの当協会への通知は、当協会の

ウェブサイト内に設置するお問い合わせフォームから

の送信又は当協会への書面の送付等の方法により行う

ものとします。 

３．受講者又は登録者は、当協会に提供した情報又は登録

した情報（氏名、受講会場、自宅又は勤務先の住所、電

話番号、メールアドレス等）について変更があった場合

は、速やかにウェブサイト又は書面にて、当該変更事項

を届け出なければなりません。 

４．当協会は、受講者又は登録者が指定した住所（自宅又

は勤務先）への送付、メールアドレスあてに通知した場

合は、その送付又は通知が延着し又は到達しなかった時

でも通常到達すべき時に到達したものとみなします。 

第 13 条 著作権の帰属と保護 

１．受講者又は登録者は、当協会が提供する教材（テキス

ト、レジュメ又は講義映像、その複製物及びその他一切

の著作物。以下「普及協会教材」という。）に関する著

作権、その他知的財産権は、全て当協会に帰属している

こと、受講者が学習する目的以外に使用及び複製するこ

とができないことを予め承諾します。 

２．受講者又は登録者は、普及協会教材又はその複製物を

第三者に販売（オークションへの出品を含む。）、贈与及

び貸与（有償・無償を問わない。）することは、方法・

理由の如何を問わず一切できないことを予め承諾しま

す。 

３．受講者は、受講会場において講義内容をスマートフォ

ン等の機器で収録（録画・録音等）することができない

ことを予め承諾します。 

 

 

４．受講者又は登録者は、当協会が提供する受講番号（ユ

ーザーID）、登録番号及びパスワードを第三者に開示し、

譲渡あるいは貸与することができないことを承諾しま

す。 

５．第１項から前項に掲げる事項に違反した場合、当協会

は受講者又は登録者に対し、直ちにその行為の差し止め

を求めることができるものとし、また、当協会は、その

行為によって被った損害の全ての賠償を請求すること

ができるものとします。また、必要に応じて、刑事告訴

等の法的措置を取ることができるものとします。 

第 14 条 個人情報の保護について 

 １．当協会における個人情報保護方針については、当協

会のウェブサイトで公表します。 

 ２．当協会の個人情報の取扱いに関するご意見、ご質問

のお問い合わせ先は、次のとおりです。 

   一般財団法人住宅金融普及協会 総務課 

   郵便番号 112-0014 東京都文京区関口 1－24－2  

関口町ビル 

第 15 条 不可抗力の発生 

地震、水害、火災、その他の天変地異の発生、伝染病の

発生等止むを得ない事情により、養成講座の中止、各種の

通知、発送の遅延等で生じた損害については、当協会は責

任を負いかねます。 

第 16 条 反社会的勢力の排除 

１．申込者、受講者又は登録者が、次のいずれかに該当す

る者である場合、当協会はそれらの者に対して、何らの

催告を要せず、直ちに第２条で定める受講契約の解除又

は第 10 条で定める登録者へのサービスの提供の停止、

登録を失効することができます。 

 ①反社会的勢力（暴力団・暴力団員・暴力団準構成員・

暴力団関係企業・総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ又

は特殊知能暴力団等、その他これらに準ずる者）に該

当すると当協会が判断した者 

 ②前号の反社会的勢力に該当する恐れがあると当協会

が判断した者 

２．申込者、受講者又は登録者は、当協会に対し、次の各

号に該当する行為を行わないことを承諾します。 

  ①暴力的な行為 

  ②取引に関して、脅迫的な言動をし、また暴力を用い

る行為 

  ③風説を流布し、偽計を用い又は威力を用いて当協会

の信用を毀損し、又は当協会の業務を妨害する行為 

  ④その他、前号各号に準じる行為 

第 17 条 本利用規約等の変更 

 １．当協会は、本利用規約等の各条項を、申込者、受講

者又は登録者の一般の利益に適合する場合又は変更を

必要とする相当の事由があると認められる場合には、民

法第 548 条の４の定型約款の変更の規定に基づいて変

更できるものとします。 

２．前項によるこの本利用規約等の変更は、変更後の規定

の内容を、当協会ウェブサイトその他相当の方法で公表

し、公表の際に定める１か月以上の相当な期間を経過し

た日から適用されるものとします。 

第 18 条 合意管轄 

 当協会と申込者、受講者又は登録者との間における一切

の争訟については、東京地方裁判所又は東京簡易裁判所を

もって第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

 

附則 

本利用規約は、2020年４月１日から施行します。 



 

  

 

 

 

１ 効果測定会場内での感染対策について 

・効果測定の会場内、トイレ、休憩場所では、一定の距離を置いたご利用をお願いいたします。 

・換気のため、可能な限り、窓やドアを開けますので、室温の高低に対応して容易に着衣・脱衣で

きるように、服装には十分ご注意ください。外部からの雑音が感じられる場合もあります。 

・飛沫抑止のため、施設内での食事は原則として禁止とさせていただきます。ペットボトルでの水

分補給は差し支えありません。 

・こまめな手洗い、うがい、消毒といった感染予防対策をお願いいたします。 

・会場内における他の方との会話は、極力ご遠慮ください。 

 

２ 効果測定当日の注意事項の遵守について 

（１）体調不良の方は、ご来場をお控えください。 

ご来場前の検温をお願いいたします。新型コロナウイルス感染症に罹患している方、濃厚接触

者として健康観察の指示を受けている方、３７．５℃を超える発熱やのどの痛み、咳が出るなどの

症状がある方につきましては、効果測定当日のご来場はお控えくださいますようお願いいたします。

症状によっては受験をお断りする場合があります。 

 ＊効果測定を受験できない場合の「振替受講」とは？ 

住宅ローンアドバイザー養成講座をお申込みされた方で、基礎編効果測定を修了され、かつ、

応用編効果測定を受験されていない方は、申込みされた回次の次回（例えば、2021年度第１回

次の申込みであれば第２回次）の養成講座開催時に限り、ご自身で当該募集期間中に「振替受

講」のお申込みをすることができます。「振替受講」には費用はかかりません。 

 

（２）マスクの持参、着用をお願いいたします。 

効果測定当日は、感染予防のため、各自でマスクの持参、着用をお願いいたします。マスクを

着用されない場合は、受験をお断りする場合があります。ご本人確認のため、受付担当者または

効果測定監督者からの指示により、一時的にマスクを外していただく場合があります。 

 

（３）携帯用ウェットティッシュ等の使用は差し支えありません。 

 効果測定の実施中でも、携帯用のウェットティッシュ、手指消毒用アルコールの使用は差し支え

ありません。 

 

３ 効果測定を中止する場合等のお知らせ 

 効果測定の会場（地域）の感染状況により、効果測定の中止や会場を変更する場合があります。

この場合のお知らせ方法は、弊協会のホームページ、ご登録されたメールアドレスあてにお知ら

せいたしますので、効果測定日前には、必ず、ホームページを確認されるとともに、受信メールに

もご注意くださいますようお願いいたします。 

 なお、一度お申込みされた場合は、キャンセルに伴う受講料の返金は致しかねます。（「住宅ロ

ーンアドバイザー養成講座の受講及び登録に係る利用規約」第８条） 

 

４ 感染が確認された場合の個人情報の取り扱いについて 

 万一、効果測定を実施した後に会場等で感染者が確認された場合、諸官庁からの要請により、

個人情報を提供する場合がありますので、ご了承の上、お申込みをお願いいたします。 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止への対応とご協力のお願い 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

一般財団法人住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー課 

〒112-0014 東京都文京区関口１－２４－２ 関口町ビル 

 

Ｔ Ｅ Ｌ  ０３－３２６０－７３４６ 

住宅ローンアドバイザー専用サイト       

https://www.loan-adviser.jp/  
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当協会にご登録いただくことにより次のサービスがご利用いただけます。 

 

◎「住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー」の名称が使用できます。 

 

◎「住宅金融普及協会 住宅ローンアドバイザー登録者証」が交付されます。 

 

◎ 住宅ローンアドバイザー向け「住まいのお役立ち情報ガイド」（仮称） 

（手帳サイズ）を年１回お届けします。 

 

◎ 有益な情報が掲載された住宅ローンアドバイザー専用サイトの「登録者マイページ」 

をご覧いただけます。 
 

★住宅ローンアドバイザー通信（年４回：４月、７月、１０月、１月） 

＊メールアドレスをご登録されている方には、住宅ローンアドバイザー 

通信の掲載を、ご登録のメールアドレス宛てにお知らせします。 

★住宅ローン金利動向、住宅コラム 

★「住宅ローンアドバイザー養成講座」（最新版）の映像視聴 

★「住宅ローンアドバイザー向けセミナー」の概要など 

 

◎「住宅ローンアドバイザー向けセミナー」に参加（映像視聴）することができます。 

 

◎ ご希望により、「住宅ローンアドバイザー登録者検索サービス」サイトに氏名、 

連絡先等を掲示することができます。 

 

 

＊各種サービスにつきましては、変更する場合があります。 
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